
第33回

芥川也寸志サントリー作曲賞 
選考演奏会

ザ・プロデューサー・シリーズ

三輪眞弘がひらく

テーマ作曲家

オルガ・ノイヴィルト
サントリーホール国際作曲委嘱シリーズNo. 45（監修：細川俊夫）
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8/ 23 Wed → 8/ 28 Mon8/ 23 Wed → 8/ 28 Mon

サマーフェスティバル2023
特集ページはこちらから！
サマーフェスティバル特集ページでは、様々な読み物、動画など、
フェスティバルをもっと楽しめるコンテンツを随時お届けいたします！
https://www.suntory.co.jp/suntoryhall/article/detail/001152.html
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　ここ20年ぐらいの間にヨーロッ
パの現代音楽祭（特にドイツ語圏の
もの）は、「現代の音楽」というより、
むしろ「アクチュアルな音楽」を特集
するという方向に変化していったと
思う。作品の書式（エクリチュール）
の良く書けた作品が求められている
のではなく、この今という時代にい
かにアクチュアルに関わり、そこか
らまだ私たちが知らなかった音楽世
界を強烈に見せてくれる作曲家が求
められている。

　そうした要求をもっとも見事に鮮烈な切れ味で見せてくれる作曲
家が、オルガ・ノイヴィルトなのだ。様々な社会問題、政治、ジェン
ダー、人種差別、テクノロジー等の問題群を、彼女は優れた他分野
のアーティストたちとの関わりのなかから見つけ出し、それを刺激的
な「音楽」として生み出し続けて来た。
　ノーベル賞作家イェリネク、映画監督リンチ等の関わりから生まれ
てくる音楽は、ポップ、ロック、ジャズ等を取り入れな
がら、クラシック音楽の境界を易 と々乗り越えていく。
　今回のサントリーホール委嘱作品は、ウィーン国立
歌劇場での初めての女性作曲家への委嘱作品として
話題になったオペラ『オルランド』を編集したもので、
初演者のピンチャーの指揮で世界初演される。

［細川俊夫］

　日本の音楽界の発展を支えた故 芥
川也寸志（1925～89）の功績を記念
し名を冠されたこの賞の公開選考およ
び演奏会は、本当の意味で「選りすぐ
りの」新進作曲家たちの、旬で、熱い、
オーケストラ作品を聴くことができる貴
重な機会。2年前の受賞者の委嘱新
作発表もあわせて、日本発信の「いま」
が、ここに集結します。

【桑原ゆう、委嘱新作を語る】
　西洋楽器と邦楽器とがそれぞれに背負う音や音楽の質、その音楽を成り立た
せる言語構造や文脈は、まったくちがっている。私がつくりたいのは、そのちが
いをただ対比させるだけの音楽でも、ちがいをわざと均して扱う音楽でもない。
ちがいの奥にある、各々の音楽をその音楽たらしめる「いのち」を見きわめ、その
「いのち」がそのまま縦横無尽に、存分に躍動しながら、互いに互いの表になり
裏になり、支え合い、共生して、ひとつの形をさがしていく…、そんな音楽である。
そういう音楽を試行錯誤しながら、自分の生を確かめ、洋の東西もない、音や音
楽の普遍性や核心に迫ろうとするのが、私の作曲である。   ［桑原ゆう］

次世代のトップランナーを送り出す“熱い”作曲賞

Ⓒ Tina Herzl

　ずいぶん前から、僕は「あり得たかもしれない音楽」とい
うものを考えてきた。それは「新しい音楽」ではない。
現実には存在していない、もしかしたら地上にあったか
もしれない音楽を想像/創造してみるということであ
る。それは、ある意味で架空の伝統芸能のようなもの
を考えてみることに近いだろう。そのような中で僕は
「本当にある」ガムラン音楽と出会った。当然のことだが、
そこにはひとりの個人が考えうる「あり得たかもしれない音
楽」の想像力を遙かに超えた、確固たるコスモロジーがあり、「あ
り得たかもしれない音楽を考えるのだ！」などという僕の妄想をあざ
笑うかのような具体性と多様性、そして西洋音楽における論理性、
合理性とは異質の明晰さがあった。楽器や音律、演奏形態などを
はじめとする、この完璧で、しかも極めて精緻なガムラン音楽が示
唆する叡智こそ、あたかも“唯一無二”のように見えていた西洋的な
「知のありかた」と、それに支配された近・現代の人間世界を見つめ
直す鍵となるのではないか。
　しかし、このことはガムラン音楽に真剣に向き合ってきた世界中の
人々にとっては、「今さら言うまでもない」ことかもしれない。考える
べきは現代世界におけるガムラン作品創造の困難さについてだろう。
そもそも、それは可能なのか。なぜなら、現代音楽における新作の
委嘱や発表形態（コンサート）それ自体が西洋音楽の歴史が生み出
した制度に他ならないからだ。つまり、僕がインドネシアで聞いたガ
ムランがまさに人々が生きる空間で営まれる共同体の音楽であった
のに対して、外部環境から完全に遮断されたコンサートホールで発
表されるガムランの「新作初演」は、あくまでも西洋音楽の「枠組み」
の中で行われるものだ。そこでは、メディア装置を介して鑑賞される
音楽や映像「作品」同様、それらも物珍しい「コンテンツ」にしかな

らないのではないか。僕が期待する、ガムランが暗示する「知のあり
かた」もまた、”普遍的な”西洋音楽という枠組みにおける風変わり
なアイデアのひとつと見做されてしまうだけなのではないか。

　…そうかもしれない。しかし、これからはそうではないの
かもしれない。いずれにせよ今、僕と同じ時空を生きる
作曲家たちが試みる「ガムランの新作」が聞きたい。な
ぜなら、前世紀の文化人類学者たちが記録用の機材を
担いで未開の地に赴き、フィールド調査に熱中していた
ような時代を後にして、彼らはもはや「西洋音楽」の文
脈（枠組み）からは自由に創作を続けている作曲家たち

だからだ。つまり、彼らはガムラン音楽を好奇の目で見るわ
けでもなく、ごく自然にガムランに学び、みずからの表現に結びつ

けている。だから、「3管編成のオーケストラならこう書くが、ガムラン
のためならこう考える」ということが自然にできる感性と能力を持つ
彼らは、新作を通して「西洋音楽は一体、何を手放してしまったのか」
などと、ことさら意識する必要もないのかもしれない。ただ、今回の
新作がその問いを思い起こさせてくれるとするなら、たとえそれが、
すぐにまた「西洋音楽」として回収されてしまうとし
ても、今回の委嘱初演を僕は無意味だったとは思わ
ないだろう。

オルガ・ノイヴィルトについて

ありえるかもしれない、ガムラン 
─ Music in the Universe ─   ［三輪眞弘］

Ⓒ Keïta Nakagawa

※一部抜粋。全文はこちらからお読みいただけます。

Ⓒ Harald Hoffmann





TICKET INFORMATION

● サントリーホール・メンバーズ・クラブ 先行発売
 5.9（火）10：00 ～  5.14（日）
 Pre-sale for Suntory Hall Members Club: 
 Tuesday, May 9, 10：00 - Sunday, May 14 
 ※ 先行期間中は窓口での販売はございません。
  Pre-sale is not operated at Box Office.

● 一般発売
 5.15（月）10：00 ～
 Booking opens: Monday, May 15, 10：00 -

 【メンバーズ・クラブ会員向けご招待】
 テーマ作曲家 オルガ・ノイヴィルト オーケストラ・ポートレート
 8.24（木）19：00 大ホール  
 ・ 応募期間：4.1（土）10：00～ 4.17（月）23：59 （ハガキは消印有効）
 ・ 詳細はホームページをご覧ください。
  https://www.suntory.co.jp/suntoryhall/schedule/detail/20230824_M_3.html

発売日

特別企画チケット

■ザ・プロデューサー・シリーズ セット券 
8,000円（限定50セット）
● ［セット券特典］8/24 オープニング
● 8/25・26・27 プロジェクト型コンサート En-gawa ※3日間すべて
● 8/27 Music in the Universe 1階中央寄り座席

■テーマ作曲家 セット券 
6,500円（限定50セット）
● 8/23 作曲ワークショップ×トークセッション
● 8/24 オーケストラ・ポートレート（S席）
● 8/28 室内楽ポートレート  前方中央寄り座席

一般発売開始 5. 9（火）10：00 ～
チケット取り扱い： サントリーホールチケットセンター
 電話（0570-55-0017）・窓口のみ
 ※ 1回のお申込みにつき2セットまで。

Combined Ticket for all Producer Series Concerts
￥8,000（50 Sets Only）
Combined Ticket for all Theme Composer Concerts
￥6,500（50 Sets Only）
Multiple Purchase Discount Tickets available from May 9, 10：00.
Booking: Suntory Hall Ticket Center（Phone and Box Office）
 Two set per transaction.

チケット取り扱い
● サントリーホールチケットセンター
0570-55-0017 （10：00～18：00、休館日を除く）
● サントリーホール・メンバーズ・クラブWEB
suntoryhall.pia.jp （登録料・会費無料、座席選択可能）
● サントリーホール窓口 （10：00～18：00、休館日を除く）
※18時以降開演の公演がある場合は開演時刻まで営業

● チケットぴあ t.pia.jp
● イープラス eplus.jp
※ 学生券はサントリーホールチケットセンター（WEB・電話・窓口）のみ取り扱い。
 25歳以下、来場時に学生証提示要。1公演につき、お一人様１枚限り。
 Student Ticket（age 25 or younger）: 
 To be purchased only at Suntory Hall Ticket Center（WEB, Phone, and Box Office）. 
 Student ID required for admission. 1 ticket per person.
※ 就学前のお子様の同伴・入場はご遠慮ください。
※ 出演者・曲目に変更がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。
 公演の最新情報は、ホームページにて発表いたします。
 No admittance to pre-school children.
 Concert details such as program, performer, or concert start time are subject to change. 
 The latest information can be found on our website.

ザ・プロデューサー・シリーズ

三輪眞弘がひらく
The Producer Series  MASAHIRO MIWA

■ プロジェクト型コンサート En-gawa
 8. 25（金） 13：00～20：00 ブルーローズ（小ホール）
 8. 26（土） 13：00～20：00 ブルーローズ（小ホール）
 8. 27（ 日 ） 10：00～17：00 ブルーローズ（小ホール）
 ［1日入場パス］ 8/25、26、27 各日のEn-gawa1日入場パスです。
 前売 一般2,000円／学生 1,000円
 当日窓口 一般2,500円／学生 1,500円
 ※ 入退場自由
 ※ 場内が規定の人数を超えた場合には、一時的に入場を制限させていただく事が
  ありますのでご了承ください。
 ※ 前売券は、各公演日前日まで販売いたします。
 En-gawa
 Friday, August 25 13：00-20：00 / Blue Rose（Small Hall）
 Saturday, August 26 13：00-20：00 / Blue Rose（Small Hall）
 Sunday, August 27 10：00-17：00 / Blue Rose（Small Hall）
 ［1-Day Pass］ Pre-sale Ticket ¥2,000 / Student ¥1,000
  Door Ticket ¥2,500 / Student ¥1,500
 ※ Re-entry is permitted for 1-Day Pass holders.
 ※ Capacity restrictions may apply.
 ※ ￥2,000 & ￥1,000（Student）tickets are on sale 
  until the day before each performance.

■ Music in the Universe
 8. 27（日） 17：00 大ホール
 ［指定席］ 一般4,000円／学生1,000円
 Music in the Universe
 Sunday, August 27 at 17:00 / Main Hall
 Reserved Seating   ¥ 4,000 / Student ¥1,000

テーマ作曲家

オルガ・ノイヴィルト
Theme Composer  OLGA NEUWIRTH

■ 作曲ワークショップ×トークセッション
 8. 23（水） 19：00 ブルーローズ（小ホール）
 聴講券［自由席］ 一般1,000円／学生500円
 Music Composition Workshop × Talk Session
 Wednesday, August 23 at 19：00 / Blue Rose（Small Hall）
 Non-Reserved Seating   ¥ 1,000 / Student ¥500

■ オーケストラ・ポートレート（委嘱新作初演演奏会）
 8. 24（木） 19：00 大ホール
 ［指定席］ S席4,000円／A席3,000円／B席2,000円／学生1,000円
 Orchestra Portrait（Commissioned Work Program）
 Thursday, August 24 at 19：00 / Main Hall
 Reserved Seating   S ¥4,000 / A ¥3,000 / B ¥2,000 / Student ¥1,000

■ 室内楽ポートレート（室内楽作品集）
 8. 28（月） 19：00 ブルーローズ（小ホール）
 ［指定席］ 一般3,000円／学生1,000円
 Chamber Music Portrait
 Monday, August 28 at 19：00 / Blue Rose（Small Hall）
 Reserved Seating   ¥ 3,000 / Student ¥1,000

第33回

芥川也寸志サントリー作曲賞選考演奏会
The 33rd
Competition of Yasushi Akutagawa Suntory Award for Music Composition

■ 8. 26（土） 15：00 大ホール
 ［指定席］ 前売 一般2,000円／学生1,000円
  当日窓口 一般2,500円／学生1,500円
 Saturday, August 26 at 15：00 / Main Hall
 Reserved Seating  ¥ 2,000 / Student ¥1,000
 Reserved Seating Door Ticket ¥ 2,500 / Student ¥1,500
 ※ 前売券は、公演当日は正午までWEBで購入いただけます。
  ￥2,000 & ￥1,000（Student）tickets are on sale until noon 
  on the performance day（Aug 26）at Suntory Hall Ticket Center（WEB）.

主催：サントリーホール 〒107-8403 東京都港区赤坂1-13 -1
制作協力：東京コンサーツ
Presented by Suntory Hall   Coordinated by Tokyo Concerts, Inc.

サントリーホールディングス株式会社は公益財団法人サントリー芸術財団のすべての活動を応援しています。

2,000円お得

1,500円お得

@SuntoryHall_PR

@suntoryhallJAPAN

2 0 2 3

事前購入がお得！

事前購入がお得！

テーマ作曲家 ノイヴィルト
ワークショップ×トークセッション

テーマ作曲家 ノイヴィルト
オーケストラ・ポートレート

大ホール ブルーローズ（小ホール）

ザ・プロデューサー・シリーズ
プロジェクト型コンサート En-gawa
ザ・プロデューサー・シリーズ
プロジェクト型コンサート En-gawa芥川也寸志サントリー作曲賞選考演奏会

ザ・プロデューサー・シリーズ
プロジェクト型コンサート En-gawa

ザ・プロデューサー・シリーズ
Music in the Universe

テーマ作曲家 ノイヴィルト
室内楽ポートレート

8/23（Wed）
8/24（Thu）
8/25（Fri）
8/26（Sat）
8/27（Sun）
8/28（Mon）

ザ・プロデューサー・シリーズ
オープニング　※セット券特典




